
新人看護職員研修事業
（新人保健師研修）

１．施設名 （　日本赤十字社熊本健康管理センター　）

２．所在地 （　熊本県　熊本市長嶺南2－1－1　）

３．設置主体 （　日本赤十字社　　）

４．施設の種類 A 病院 B 有床診療所 C 無床診療所

D 助産所 E 介護老人保健施設

F 指定訪問看護事業所

５．許可病床数（病院のみ） （　　19　　）床

６．病床区分 Ａ 一般病床 Ｂ 療養病床 Ｃ 精神病床　

７．看護単位の数 （　　　　　　）単位

８．一般病棟入院基本料区分（病院のみ） ・ 　７：１ ・ １０：１ ・ １３：１

・ １５：１ ・ その他

療養病棟入院基本料区分 ・ ２０：１ ・ ２５：１

精神病棟入院基本料区分 ・ １０：１ ・ １３：１ ・ １５：１

・ １８：１ ・ ２０：１

９．新人看護職員の指導体制 日本赤十字社熊本健康管理センター

　　　専任の看護教育部門 A 有 B 無

　　　看護部門の専任の教育責任者 A 有 B 無

（※注：「専任」とは、専ら、院内の継続教育を業務とする看護職員を配置している場合をいいます。）

１０．平成２３年４月３０日時点での看護職員数（実人員） （　　　77　　　）名

１１．平成２２年度中に離職した看護職員の離職率

１２．１０．のうち、新人看護職員数（実人員） （　　　　3　　）名

１３．１０．のうち、新人保健師数（実人員） （　　　　3　　）名

１４．１１．のうち、新人看護職員離職率

１５．新人看護職員研修内容の公開 A 有 B 無

　＊有の場合、その公開方法をご記入ください。

（※注１：「新人看護職員」とは、免許取得後に初めて就労する保健師、助産師、看護師又は准看護師を

　　　　　いいます。）

（※注２：５．から８．については、平成２３年４月３０日現在にてご記入下さい。

(      3.3%      )

(      0.0%      )

Ⅰ．貴施設に関すること



１．研修期間 （　　12　　）か月

「新人看護職員研修ガイドライン」に基づく新人看護職員研修について記入して下さい。なお、新人保健師研修は

その該当箇所がわかるよう記載して下さい。
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Ⅱ．研修内容に関すること

２．研修プログラム
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３．研修の指導体制の詳細（各看護単位、看護部門）

４．各看護単位では経験できないが、新人看護職員に必要な知識・技術の修得方法

5．経験できる技術が少ない場合の工夫

１．評価時期(自由にご記入ください）

２．評価者（自由にご記入ください）

看護実践ラダー：課長
新人看護職員到達目標　：チューター（係長・主任）・プリセプター
目標管理：課長・係長
リフレクション：研修責任者・教育担当者・チューター・プリセプター

看護実践ラダー：11ヶ月
新人看護職員到達目標　：１ヶ月・３ヶ月・６ヶ月・１２ヶ月
目標管理：１ヶ月・６ヶ月・１２ヶ月
リフレクション：１ヶ月・３ヶ月・６ヶ月・１２ヶ月
　

栄養指導・運動指導の基礎知識は他部門の専門職に依頼し研修を実施している。
臨床経験がない場合は基本的看護技術の習得を目指し隣接する熊本赤十字病院に研修を委託
している。
また、メンタルヘルス、セルフエスティーム研修も熊本赤十字病院に委託している。
特定保健指導・産業保健・コミュニケーション等は施設内での研修も行うが、より知識を深めるため
看護協会・県・産業保健推進センター等の外部研修も活用している。
今年度、看護倫理・看護研究は大学に講師派遣を依頼し、実施した。

看護部門では、看護部長が研修責任者を兼務し、保健看護職教育委員会を設置。教育委員長、
副委員長、各看護単位の教育委員（課長・係長）により構成され、看護実践ラダーに添って研修を
企画・運営する体制をとっている。
各看護単位ではプリセプターシップ、チューターシップをとるが共に業務する看護職皆がサポート
するチーム支援を目指している。実地教育指導者（チューター）は、係長・主任が担い、プリセプ
ターは入職後3～4年のスタッフが担うことを基本にしている。
また目標管理を導入しており、課長・係長による面談を行い各自の目標達成を支援している。

Ⅲ．新人看護職員の到達度等の評価に関すること

就職時に配属部署以外の看護業務を理解することを目的として配属部署以外でのＯＪＴ研修を各
部署1日～2日、計11日経験できるよう実施した。
また業務に慣れた時期に一部ローテーション研修を実施している。
保健指導、傾聴法等はロールプレイ研修を実施、災害時や急変時の対応は他部門も交えシミュ
レーション研修を実施している。



３．評価方法(自由にご記入ください）

１．実地指導者の育成に関する取り組み（研修の実施等）について（自由にご記入ください）

２．教育担当者の育成に関する取り組み（研修の実施等）について（自由にご記入ください）

評価は自己評価・他者評価を実施している。
看護実践ラダー、到達目標チェックリスト、目標管理シート、研修ファイルを活用し面談を実施してい
る。
看護実践ラダーは同僚評価者も含めた評価会を開催している。
評価にあたっては目標達成の有無や一方的なアドバイスのみに終わらないよう傾聴やコーチングをこ
ころがけ、新人看護職自身が振り返りを行うことで強みや弱みに気づき自身で今後の目標が導きだせ
るよう支援する。

Ⅳ．指導者等の育成に関すること

支援者として求められるコーチング・コミュニケーション研修は総務主催の係長・主任・中堅職員の
各研修で行われているが、新人保健師教育に関する具体的な研修は実施できておらず今後の課
題である。
新人保健師教育の現状や課題等を盛り込み、ガイドラインに基づいた研修を企画したい。そのた
めに、まずは教育担当者の育成が先決である。外部研修を活用し、新人看護職員研修（保健師
編）に関する知識の習得に努めたい。

県や看護協会主催の教育担当者研修を活用し知識の習得に努めている。
（外部研修は保健師に関する研修自体が少なくさらに定員制限があり受講できない場合もあるた
め、厚労省に対し研修開催の増加やe-ラーニングの活用等、知識習得のための支援を期待す
る。）
外部研修参加者の施設内での復講による情報提供を実施している。
教育担当者の経験者と新人教育担当者を組ませ共に活動を行うことで互いに成長できることを目
指している。



１．事業の実施にあたって工夫した点（自由にご記入ください）

２．事業の効果および評価に関すること（自由にご記入ください）

Ⅴ．事業の評価等に関すること

当施設は健診機関であり、臨床や行政・職域における保健師活動と異なる面を持つため、当施設
の保健師に求められる能力を再検討し、看護実践ラダーや到達目標チェックリストの見直しを図っ
た。
研修ファイルを導入した。新人のみならず現任スタッフも研修参加記録や資料を振り返ることで、セ
ルフエフィカシーやモチベーションアップにつながっているようだ。

目標到達度は高かった。
配属部署により経験回数に偏りがあった。
集合研修の内容が現場でどう活用できているか、成長につながっているかをＯＪＴとつなげて評価
することが重要である。次年度の課題としたい。
現場のＯＪＴの果たす役割は大きい。経験内容・回数の偏りをできるだけ是正するため、ローテー
ション研修の拡大等検討が必要である。しかしながら、保健師に求められる能力は多岐にわたる
ため、例えば所属部署毎の獲得能力目標を掲げ、数年間での目標到達を目指すというような当施
設の現状に即した教育システムの構築についても検討が必要と考えている。
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